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第２２期第１７回北海道連合海区漁業調整委員会議事録 

 

 

１ 開催日時   令和７年３月２１日（金）１４時００分 

 

２ 開催場所  札幌市中央区北４条西６丁目 

        ホテルポールスター札幌 2 階メヌエット 

 

３ 出席委員  会  長   工 藤 幸 博 

        委 員  阿 部  国 雄  岩 田 廣 美  大 澤  晃 弘 

             横 内 武 久  須 永  忠 幸  今    隆 

             藤 森  康 澄  髙 松 美津枝  三 宅  博 哉   

原 口  聖 二  瀧 波 憲 二   

 

４ 欠席委員       川 崎 一 好  濱 野 勝 男    福 原 正 純     

 

５ 議事録署名委員    大 澤  晃 弘    瀧 波 憲 二 

 

６ 議  長   会  長    工 藤  幸 博 

 

７ 事 務 局   事務局長 池 田  聖 治 

        主任   斉 藤   聡  主任 西 田 策 紀 

  

８ 臨 席 者 

水産林務部  水産局長 近藤 将基 

 同 サケマス・内水面担当課長 古明地恵一 

 同 課長補佐（サケマス） 泉  善友 

 同 サケマス係長 荒木 貴博 

 同 サケマス係主査（増殖） 橋本雄太郎 

 同 サケマス係主任 長澤 里栄 

（国研）水産研究・教育機構 水産資源研究所 さけます部門 
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              資源増殖部長 吉光 昇二 

 同 事業課 課長補佐 山谷 和幸 

 

（地独）北海道立総合研究機構さけます・内水面水産試験場 

 さけます資源部        部長 藤原  真 

 同 さけます管理グループ 研究主幹 卜部 浩一 

 同              主査 大森  始 

 

９ 傍 聴 者  

石狩後志海区漁業調整委員会 事務局長 林  恒之 

 主事 佐藤  和 

檜山海区漁業調整委員会 主事 駒形  柊 

渡島海区漁業調整委員会 事務局長 山本健太郎 

胆振海区漁業調整委員会 事務局長 濱谷  仁 

同 

日高海区漁業調整委員会 

専門主任 

事務局長 

黒坂 裕樹 

佐々木真琴 

釧路十勝海区漁業調整委員会 事務局長 佐々木義信 

同 

根室海区漁業調整委員会 

主任 

事務局長 

山方 達也 

古山 耕司 

網走海区漁業調整委員会 事務局長 柴田  睦 

同 主事 宮本 研多  

宗谷海区漁業調整委員会 

留萌海区漁業調整委員会 

事務局長 

事務局長 

木村 佳人 

三上 征己 

胆振総合振興局産業振興部水産課 水産課長 菅原 範彰 

同 主任 大沼 琴絵 

 

10 議題 

議案第１号 令和 7 年度さけ・ます人工ふ化放流計画について（答申） 

 

11 報告事項 

  令和 6 年度秋さけ沿岸漁獲、河川親魚捕獲・採卵結果について 

12 議事の顛末 
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事務局長 

ただ今から、第 22 期第 17 回北海道連合海区漁業調整委員会を開催いたします。開会

あたり、工藤会長からご挨拶を申し上げます。 

 

工藤会長 

委員会の開催にあたりまして、一言、ご挨拶を申し上げます。委員の皆様には年度末

を迎え、時節柄、何かとお忙しいところ、本日の委員会にご出席を頂き感謝申し上げま

す。また、公務ご多忙中の中、水産研究・教育機構水産資源研究所、北海道水産林務部、

道総研さけます・内水面水産試験場の方々にもご臨席を賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、本年は海区委員の改選期にあたるため、本日の委員会が第２２期最後の連合海区

委員会となります。第１回目の開催となった令和３年６月は、コロナ禍のため対面での

開催が難しく、書面による開催となりましたが、その後は、対面により開催ができるよ

うになり、活発なご審議をいただいたところであります。また、海区委員の関係では、

知事が議会の同意を得て任命する仕組みになって、２度目となります今回は、18 日の

道議会で議案が可決されたことから、４月１日から４年間の任期で就任することとなり

ました。一方、この４年間、当委員会では、さけ・ます人工ふ化放流計画についての答

申、さらには、日本海を中心に、漁業被害の続くトド対策に関し水産庁が策定している

「トド管理基本方針」に基づく委員会指示の発動など、委員皆様のご協力を得て重要な

課題の解決に向け、本道漁業の発展と漁業調整に取り組んでまいりました。心からお礼

を申し上げる次第でございます。しかしながら、本道水産業は近年、サケ、イカ、サン

マなどの主要魚種の生産が大幅に減少するなど、まだまだ課題が山積しており、今後、

当委員会の果たす役割は益々重要になるものと思われますので、引き続き本道水産業の

振興と発展のために、皆様方のお力添えを願う次第でございます。さて、本日の委員会

では、審議事項としましては、毎年、道が策定しております「令和７年度さけ・ます人

工ふ化放流計画について」の答申と、報告事項として「令和６年度秋さけ沿岸漁獲、河

川親魚捕獲・採卵結果について」が用意されております。委員の皆様方には、円滑で慎

重なる審議のお願いを申し上げまして、簡単でありますが開催の挨拶とさせて頂きます。

本日は、よろしくお願いします。 

 

事務局長 

次に、本日、ご臨席いただいております北海道水産林務部近藤水産局長から、ご挨拶

をいただきます。 
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近藤水産局長 

第 22 期第 17 回北海道連合海区漁業調整委員会の開催にあたり、一言ご挨拶を申し上

げます。工藤会長はじめ委員の皆様には、日頃から本道の水産行政の推進にあたり、特

段のご理解とご協力をいただいておりますことに、感謝申し上げるとともに、本道水産

業の振興及び漁業調整にご尽力いただいておりますことにもこの場を借りて、深く感謝

を申し上げます。さて、本日の議題に関連しております、昨年の秋サケ来遊状況につい

ては、漁獲金額は前年を上回ったものの、来遊数は前年を下回り、特に地域間の格差が

大きかったものと認識しております。秋サケは本道を代表する重要な魚種であり、道と

いたしましては、これまでの資源対策に加え、昨年 9 月に取りまとめた秋サケ資源対策

検討会議の基本方向を踏まえ、新たに海水温の下がる 10 月以降に来遊する資源づくり

の強化などの海洋環境の変化に対応した秋サケの資源回復に向けた対策に取り組んで

まいる所存でございます。本日の委員会には「令和７年度さけ・ます人工ふ化放流計画」

について、諮問しておりますので、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。結びと

なりますが、これから春漁が本格化してまいります。操業の安全と大漁、さらには本日

ご参加の皆様のご健勝とご多幸をご祈念申し上げ、簡単ではございますが、開会にあた

っての挨拶とさせていただきます。本日はよろしくお願いします。 

 

事務局長                                                                    

ありがとうございました。次に、ご臨席いただいております関係機関の皆様をご紹介

いたします。 

 

（臨席者紹介） 

 

それでは、この後の議事進行は、工藤会長にお願いします。会長、よろしくお願い

します。 

 

工藤会長 

それでは、初めに出席人数の報告をします。本日は、川崎副会長と濱野副会長、福原

委員が所用のため欠席しており、結果、委員定数 15 名中、12 名の出席をいただいて

おりますので、委員会は成立します。次に、議事録署名委員ですが、委員会規程第６

条により、私から指名させていただきます。大澤委員と瀧波委員にお願いいたします。 
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それでは、ただ今から議事に入ります。議案第１号の「令和 7 年度さけ・ます人工

ふ化放流計画」についてを上程します。なお、説明に当たっては、報告事項の「令和

6 年度秋さけ沿岸漁獲、河川親魚捕獲・採卵結果について」も、この議案第一号の参

考となる内容が含まれておりますので、報告事項につきましても、続けて説明してい

ただきたいと思います。それでは、水産林務部から議案第一号及び報告事項について、

説明をお願いいたします。 

 

橋本主査 

   漁業管理課サケマス係の橋本でございます。私から議案第１号、併せまして報告事項

について説明させていただきます。まず、議案第１号、令和７年度さけ・ます人工ふ化

放流計画の道案について、説明させていただきます。資料１をご覧ください。諮問文の

次に「令和７年度人工ふ化放流計画（道案）」を添付しております。この道案につきま

しては、北海道さけます増殖事業協会が、全道９地区増協や研究機関などと協議のうえ

とりまとめたのち、３月 12 日に開催された理事会において、了承された原案の内容と

なっております。また、道が策定するふ化放流計画は、民間団体が行う増殖事業に係る

ものでありますが、国立研究開発法人水産研究・教育機構水産資源研究所が行うふ化放

流計画も含めて作成しており、水産資源研究所の計画は、２月 13 日に開催された国の

水産政策審議会第 135 回資源管理分科会の答申を経て決定された内容となっておりま

す。それでは、「令和７年度人工ふ化放流計画（道案）」表紙の次のページをお開き願

います。このページは令和７年度における全道の放流計画を総括した一覧表です。上段

の表が北海道の計画、中段が国の計画、下段が北海道と国の計画を合計したものであり、

上段の北海道計画が今回諮問する内容となっております。本日は、表の右端の放流数総

計で説明させていただきます。まず、サケについてでありますが、民間の放流数総計が

７億 9,541 万尾となっております。カラフトマスについては１億 2,370 万尾、サクラマ

スについては、213 万尾、合計で、９億 2,124 万尾が北海道計画となっております。中

段の表、参考１が国の計画分であり、下段の表、参考２が北海道計画に国の計画分を合

算した放流数となりますが、サケは９億 2,441 万尾、カラフトマスは１億 2,540 万尾、 

サクラマスは 381 万尾、放流数の合計は、10 億 5,362 万尾となっております。次のペ

ージに参ります。１ﾍﾟｰｼﾞでありますが、北海道と国の計画を合算して、海区ごとに増

減を示したものです。昨年からの変更箇所については、右の欄の放流数で説明させてい

ただきます。１のサケについてですが、令和６年度計画が ９億 8,525 万尾に対し、令

和７年度計画が９億 2,441 万尾で、6,084 万尾の減となっております。令和７年度計画



 

- 6 - 

については、昨今の急激な来遊変化により、計画と実績に大きな乖離が見られたことを

ふまえ、近年の捕獲採卵実績などから見直しを図った地区もあり、具体的には、えりも

以東海区の十勝釧路増協分と以西海区の渡島及び日高増協分、渡島増協分の日本海海区

も含めて放流数が減となっており、削減分の放流枠は、道において管理することとして

おります。続きまして、２のカラフトマスについては、昨年からの増減はありません。

３のサクラマスについては、令和７年度に採卵した幼魚と、令和８年度に採卵する稚魚

を基に、放流事業を実施する計画となっております。オホーツク及び根室海区において、

幼魚・稚魚とも減少しておりますが、これは国のサクラマスの放流体制の見直しに伴い、

放流を中止したためで、令和７年度計画は幼稚魚あわせて 140 万尾の減となります。次

のページをお開き願います。２ページについては、国の分を含めた全道の魚種別、機関

別の計画、次の３ページは海区別の計画、次の４ページはサケの地区別の、総括表とな

っております。５ページ以降は、只今ご説明しました内容の基礎資料となっております

ので、後ほどお目通し頂きたいと思います。議案第１号につきましては、以上でござい

ます。引き続き、報告事項の「令和６年度秋さけ沿岸漁獲、河川親魚捕獲・採卵結果」

についてご説明させていただきます。初めに、全道の秋さけの沿岸漁獲状況ですが、資

料２－１をご覧ください。資料については、令和７年 1 月 31 日現在で取りまとめた結

果となっております。一番下の総計でご説明いたします。全道の漁獲尾数は 1,567 万尾、

前年対比で 82％、漁獲金額では 485 億円、前年対比で 127％となっております。なお、

各海区別の内容につきましては、後ほどお目通しいただきたいと思います。続きまして、

資料２－２の「令和６年度 秋サケ河川親魚捕獲・採卵結果」について、ご説明いたし

ます。親魚捕獲数ですが、一番下の欄の全道計で、ご説明いたします。全道の計画は

119 万尾、それに対しまして、実績では、202 万尾、達成率は 171％となっております。

次に採卵数ですが、収容卵数で整理しております。一番下の欄の全道計で、ご説明いた

します。本年度の計画は全道で 11 億 3,200 万粒、実績で、９億 7,900 万粒で、達成率

は 86％となっております。なお、各海区別の内容については、同様に後ほどお目通し

いただきたいと思います。以上でございます。 

 

工藤会長 

ありがとうございました。ただいま、一通りの説明が終わりましたので、委員の皆さ

んからご意見、ご質問を頂きたいと思います。なお、議事録作成の都合により、発言さ

れる委員におかれましては、事務局がマイクをお渡ししますので、それから、発言をし

て頂くようお願いします。それでは何か、ご意見、ご質問等はございませんか。 
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岩田委員 

この計画は尾数が減っているのが、本当に帰ってくるのかなと感じがしている。私、

湾内、噴火湾なのですけれども、渡島地区なんてすっかり落ちて、あの独特な鼻曲がり

がない。あれがないということは、太平洋を渡って湾内のターミナルに入るが、卜部先

生にちょっとお聞きしたい、尾数を減らして行って、果たして、帰ってくるのか、帰っ

てくる確率が年々減っている。去年の遊楽部川で遡上した数が 50 尾に満たない。胆振

管内にしても網にはたいしたのらなかったが、一部では川には上っていて、我々は太平

洋と湾内と区別がはっきりしている。外海は千歳、湾内は自分の資源で他から卵を入れ

ないで、少ない稚魚あれば丈夫に育て、いかに帰ってくるかを考えるべきということで、

他から卵を入れないから、尾数も減っている。だけども、やっぱり遊楽部川が極端に減

ると言うことは、湾内では一方的に先の見通しが立たない。今は無期限で若干、魚が上

っている卵を回し合いしながら、湾内の資源を増やしていかないと駄目なのかなという

ことで、色々と話しをしているが、遊楽部川、それから長万部川にしても、今の新幹線

の取水で自分達の分の水がなくて、長万部川なんかも枯れてしまって、今後どうするの

かという考えのもとで、我々はやっぱり後期群が主体ですから、言っていることは分か

るが、だけども、依然として帰ってこない。遊楽部川は帰ってこなくなって、もう十数

年です。年々減っていく。もう極端に去年、前の年あたりは、川に上らないのが現状で、

網にものらない。その点、長万部川は若干水があって、やっぱり静狩地区、長万部の川

の近くは、ある程度、魚が上っていて、今年から水がない。今から汲み上げて果たして

水が出れば良いが、出なかったら渡島地区はもう全滅です。この辺はやっぱり卜部先生

あたりがきちっと物事を把握して、「やれ。なんぼでも良いからやってくれ。」ではな

く、こうしたら帰ってくるのでないかと、若干の望みでも良いですから、その辺を強烈

に指導してもらいたいなと思っています。 

 

古明地担当課長 

私の方から発言よろしいでしょうか。岩田委員からは、卜部さんにというご指名であ

ったのですけど、後で答えていただくとして、さけます増殖事業に関する大変重要な質

問であるというふうに理解をしておりますので、ただいまの岩田委員の質問に関しまし

て、先にこちらのほうから資料で丁寧に説明をさせていただきたいというふうに思って

います。今の大きな減少要因っていうのはどの辺にあるのかっていうところを、近年の

知見も含めましてですね、道総研のサケマス内水試の方から説明をしたいというふうに
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思います。その後、ご指名でありましたので、卜部さんの方からも追加で説明すること

があればお願いしたいと思います。それでは、追加資料をお手元に配布させていただき

ますので、少々お待ちいただきたいと思います。 

 

（資料配付） 

 

藤原部長 

それでは、私の方から、今、配られた資料に基づきまして説明したいと思います。ま

ず、最近、近年、サケ稚魚の海洋の初期生活期、海に下った直後に海洋環境は、適正水

温というのが５度から 13 度と言われていますが、その上限たる 13 度、これに達する時

期が早い年あるいはこの期間が５度から 13 度の期間が短い年というのがみられる年が

多くなっています。これには、海流が大きく関わってきているところなのですが、まず

は、お手元資料の図１ですが、ここには北海道の東から流れてくる親潮。これの強さ、

面積というのが、この図は縦軸が面積となりますが、この面積がどういうふうに推移し

ているのかっていうのを表しています。各年の具体的な数字を表しているのがオレンジ

色折れ線になります。上の黄色い線が過去 20 年ぐらいの平均値となっております。こ

れを見ると、過去から比べるとかなり親潮の線が弱いということがわかりますが、特に

2023 年のアルファベットで APR と書いて、これは４月を表しますが、このあたりの値

が 10 のところになっております。一方で 2024 年のところを見ますと、これが半分くら

いのところになっているということで、昨年春については親潮の勢力が非常に弱かった

というのが特徴になっております。そのように最近は親潮の流れが少し弱い傾向にある

わけですけれども、一方で図２には、上が過去 20 年平均値に対しての偏差を表してお

ります。赤が高い、青が平均より低いということを表していますけれども、2021 年か

ら 2025 年までの３月上旬の偏差を表しています。下のグラフにつきましては同じ３月

上旬で流れを表しています。ここで房総半島の方から流れ出ている赤い帯があると思い

ますがこれは黒潮続流という流れに対応しているかなと思います。特に 2024 年のとこ

ろに注目しますと、この帯がほかの４カ年と比べてだいぶ北の方に、東北の方に北に寄

っている。北上しているというのが見てわかっていただけるかなと。結果として先ほど

親潮が弱くなってきている。逆に黒潮が北上、北の方まで偏っているということで 2024

年の上の偏差のところを見ますとかなり赤が目立つという状況になっています。この辺

のところが最近の海洋環境、13 度になる時期が早いですとか適水温期間と呼ばれる期

間が短いそのようなことにつながっているということになります。水温がこのような時
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に当然さけ稚魚が食べる餌にも影響が出てきます。それについては、一例になりますけ

れども図３太平洋東部の昆布森沿岸での調査結果になります。これは水研さんの方で毎

年モニタリングされている結果で、ここでは 2006 年から 2020 年までの結果についてグ

ラフを並べています。上の方の赤い折れ線があると思いますが、こちらが数。プランク

トンの数がどう動いているかというのを表したものになります。下の方が種類。動物プ

ランクトンの種類がどういうふうに動いているかということを表しています。まず上の

方の数を見ると 2019 年、2020 年のところを見ますとかなり０に近いところで、ペタン

と。2019 年は特に目立つとかと思います。トータルの数が非常に少ないのが目立って

います。今度は下のグラフで種類について目を向けます。赤と青があるかと思いますが、

これについては冷水性のさけ稚魚が好むとされる茅種類を表しています。赤が 2mm 以上、

青が 2mm 以下を表しています。基本的に赤と青がさけ稚魚好むわけですけれども、最近

は状況が変わって来ています。というのは 2016 年から緑が早い時期から入ってくるよ

うになってきているというのがあります。これは枝角類というもので中身的には暖水性

の餌中心となっています。ですから、あまりさけが好む餌でないものが、最近、組成が

変わって来ているという現象がみられています。水温条件が変わる中でプランクトンに

も影響があるという状況になっています。これは太平洋に限ったことではなくて、網走

沿岸で平成 14 年から現地でモニタリングしておりますけれども、同様な結果になって

きております。やはり早い時期から暖水性のプランクトンが６月になると入りこんでく

るということで、これから言えることは北海道周辺、最近さけ稚魚を取り巻く環境が変

わりつつあることは間違いない事実かなと思います。それから今度は秋口の話ですけれ

ども、秋については図４に９月中旬の先ほどと同じように上が偏差、下が海流の図にな

っております。これを見ると昨年 2024 年・2023 年が特徴的ですけれども、下のグラフ

で黒潮続流、黒潮がかなり北の方に平年からみるとよっているということで、この辺の

ところが、上の偏差のグラフで真っ赤になっていますけれどもこれにつながっている。

これの影響で最近では北海道でもふぐが獲れるとか。昨年については、南茅部の方です

かね、かつおが獲れるとか。獲れる魚種も変わってきているし、当然ながらさけの動き

とか漁獲の時期だとか場所にも影響を与えるということで、春と同様秋も非常に変わっ

てきているということです。ちなみに、先ほど説明し忘れましたが、図２で 2025 年の

ところをみていただきたいのですが、今年がどうかということを示したくて、ここでは

３月上旬の図を載せておりますけれど、2025 年の下のところ黒い帯のところ、昨年か

らみると房総半島から西に向かって流れている形になっていますので、昨年よりは北に

は寄っていない状況になっております。ただ、親潮に関しては今年もおそらく流れ自体
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は強くないのかなというように考えておりますので、昨年ほどではなくても同じような

状況にはなるのかなと捉えています。次のページの裏面を見ていただきたいのですが、

春と秋の環境が変わってきているという話に加え、最近非常に特異的な現象としては若

齢化という現象があります。とにかく５年魚の来遊が少なく、３年・４年魚主体で帰っ

てくるという現象を表していますが、図５の左側の図につきましては、横軸が年級にな

っています。生まれ年でその年に生まれたものが何年魚で帰ってきたか。平均の成熟年

齢と書いてありますが、帰ってきた年齢の平均値を海区別に表していまして、黒い点線

は全道の平均値になります。これを見ますと平成 29 年級。ここではかなり平均の成熟

年齢が下がってきている。若齢化が進むとどういう現象がみられるかというと、右側の

グラフをご覧ください。横軸が平均の成熟年齢で、縦軸が来遊数になります。これを見

るとどういう関係かということですが、右肩上がりになっています。これを逆に見ると

年齢が若いほど来遊が少ない。過去の実績から見てきますとこういうことが言える。こ

れから考えると、先ほどの春先の環境が変わってきていることと、成熟年齢の問題。こ

のあたりのことが非常に今後懸念される。一方で、グラフ・図はございませんが、成熟

年齢とともに最近小型化という現象もみられている。従前であれば過去には、平成の頭

頃に高齢魚の小型化という、年齢が高く帰ってきて且つ小型というのは成長できないか

ら一年ベーリング海に残って翌年帰ってくるという現象がみられてきていますが、最近

は若齢化に併せて小型化もみられている。当然ながら回遊先でも影響があることが懸念

されるわけですが実際長期的にみると、オホーツク海あるいはベーリング海の索餌期、

夏の水温上昇あるいはプランクトンが減っているとか、越冬期、冬の水温が過去から見

ると高い。これに伴って越冬する適温域が、場所が減少してきているということがみら

れている。これら先ほどから申し上げた点を考えれば早急に資源が回復していくという

のは現状の中では非常に難しいと捉えています。ただ、その中でも我々ができることを

やっていくしかないと考えています。その一つには、餌も少し変わるという状況がみら

れている。それに併せて放流時期を前倒ししてあげるということが一つ考えられます。

実際、太平洋の各地区においては、特に後期については、放流時期が前中期に比べては

遅いというのは相対的にいえると思いますが、特に後期について放流時期を従前より一

旬前倒しするとかそういう取り組みが行われています。先ほどのご質問の中で岩田委員

が話されたとおり、最近の秋口の海水温を念頭に置くなら中後期というのは戦略的には

大事だろうというのは誰しも考えることですが、ただ現状河川遡上が少ない状況におい

てはなかなか思うように確保出来ない・余裕がないというのが実態かなと考えておりま

す。まず減少に関して大きな点について話しました。 
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卜部研究主幹 

ご質問の件、答えさせていただきます。繰り返しの部分もありますけども、端的に申し

上げますと、春の水温の上昇速度が極めて速くなっている中で、餌の状況も悪くなってき

ている。こういった状況の中で、後期の放流適期というものが、よりはずれやすくなって

いる、適期からはずれやすくなってきているというのが、後期資源への依存度が高いえり

も以西海区の資源減少、特に後期の資源減少というものに、影響を与えてきたということ

がはっきりしてまいりました。特に遊楽部川に関しましては、水研機構の八雲事業所の皆

さんの研究の中でも、放流適期時期を早めるということの必要性というものは、はっきり

してきておりますので、これまで、私達、繰り返しお詫びしておりますけども、その年の

水温が冷たかったからとか、暖かかったなど、後出しじゃんけんのようなことばかりお話

してきたわけですけれども、これだけの情報が積み重なってきている中で、我々の中で確

度を得られている情報に基づいてですね、放流適期をしっかり捉えていくということ。後、

近年では海の天気予報ということも進んでおりますので、そういった情報を使いながら、

各孵化場の皆さんに放流適期というものをお伝えしていく中で、より効果的な放流という

ものに結びつけていきたいというふうに考えております。後、もう一点ですけれども、こ

の少なくなったということは、大変、放流事業にとっては大きな痛手となっております。

ただこの少なくなったからこそできるという点で、これまでは放流適期を選ぼうにも、こ

れまであまりにもいっぱいの稚魚を抱えていたものですから、放流適期をずらすことすら

難しかったということも、実態としてございます。それを逆手に取るという言い方になる

かどうかは、言い方は色々あるかもしれませんが、この少ない種苗をより効果的に放流す

るということが、よりできやすい環境は整っているということも事実だというふうに考え

ております。このような状況の中で、餌環境の悪い中でも生き残りの良い大型の稚魚をよ

り適期に放流していくという、そういった形での現地への情報提供、技術指導ということ

には、岩田委員もおっしゃられた通りで、我々は今後、引き続きより強く取り組んでいか

なければいけないというふうに考えております。 

 

工藤会長 

  その他、何かございませんか。 

 

古明地担当課長 
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  先ほど新幹線の関係で静狩川のことだと思うのですけど、ずいぶんと水位が下がった

と、岩田委員からお話ありましたけども、現地の渡島増協に状況を確認したところ、長

万部漁協の高野組合長から、静狩孵化場の漁師が減少したことへの対応として、湧き水

を確保するという、井戸の新設も含めて新幹線工事を行う鉄建機構に申し入れを行って

いるということで、渡島増協、そして長万部漁協も入った三者でこの対応は協議中であ

るというふうに伺っております。道としましてもその結果というものを注視しながら、

地元の増協や漁協とともに、噴火湾のふ化事業に影響しないように対応していきたいな

というふうに思っています。以上です。 

 

工藤会長 

その他、ご意見、ご質問等はございませんか。 

特にご意見等がなければ、議案第一号については、諮問のありましたとおり定めるこ

とが適当であるとして、知事に答申することに決定してよろしいですか。 

 

委  員 

（異議なし声） 

 

工藤会長 

それでは、そのように決定させて頂きます。以上で本日予定していた議事については

全て終了いたしましたが、委員の皆様から何かご発言等はございませんか。 

 

委  員 

（ありませんの声） 

 

工藤会長 

特に、無いようでございますので、以上をもちまして本日の委員会を閉じたいと思い

ます。 

委員の皆様には、長時間にわたり、慎重なるご審議を賜り、ありがとうございました。

第２２期の最後となります第１７回北海道連合海区漁業調整委員会を閉じたいと思い

ます。委員の皆様には、大変お忙しい中、永きにわたり重要議案をご審議いただき、あ

りがとうございました。また、私事ですが、当委員会の会長として、大過なく重責を果

たせましたことに、委員皆様に改めて、厚く御礼申し上げます。また、ご臨席頂いてお
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ります水産研究・教育機構水産資源研究所、北海道水産林務部、道総研サケマス・内水

面水産試験場など、多くの機関の暖かいご支援のおかげでもございます。改めて、厚く

御礼申し上げますとともに、今後ともよろしくご指導をお願い申し上げます。 

さて、これから春漁が本格化してまいります。常にお願いしていることですが、海難

事故、交通事故には十分注意をするよう、各浜へのご指導をお願い申し上げます。最後

に、皆様方のご健勝と、益々のご活躍を心よりご祈念申し上げまして、閉会の挨拶とい

たします。本日は、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

                          （１４時５０分終了） 
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以上、委員会の顛末を記録した事実に相違ないことを認め、ここに署名する。 

 

 

  令和７年３月３１日 

 

 

 

北海道連合海区漁業調整委員会   会 長   工 藤 幸 博 

 

 

 

 

              議事録署名委員   大 澤  晃 弘 

 

 

 

 

              議事録署名委員   瀧 波 憲 二 


